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第
48
回
近
畿
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
大
会
を
、
令
和
５
年
７
月

１
日
㈯
、
Ｙ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
ア
リ
ー
ナ
（
く

さ
つ
シ
テ
ィ
ア
リ
ー
ナ
）
で
開
催
し
、

約
１
，
１
０
０
名
の
会
員
が
現
地
で
、

１
１
７
校
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
近
畿
地
区
連
合
会　

炭
谷
将
史
会
長
が
「
こ
の
大
会
を
、

こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
考
え
る
き
っ

か
け
づ
く
り
に
し
た
い
」
と
開
催
宣

言
後
、
全
国
高
Ｐ
連
会
長
、
滋
賀
県

副
知
事
（
知
事
代
読
）、
草
津
市
長

の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
・
功
労
者

感
謝
状
な
ど
の
開
会
行
事
を
行
い
ま

し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
ド
イ
ツ
在
住
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
高
松
平
藏
氏
が

「
ド
イ
ツ
か
ら
の
眼
差
し
、
未
来
志

向
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
考
え
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
校
教
育
や
保
護
者
の
事
例
を

通
じ
、
未
来
志
向
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
可

能
性
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
高
松
氏
、
牧
田
も

り
か
つ
氏
（
司
会
者
）・
中
島
美
徳

氏
（
草
津
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
）・
炭
谷
将
史

氏
（
近
畿
連
合
会
会
長
）
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
短
い
時
間

な
が
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
在
り
方
や
意
義

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
大
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
多

く
の
方
に
共
感
を
い
た
だ
き
大
変
有

意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

閉
会
行
事
で
は
、
本
田
真
司
大
会

副
会
長
の
提
案
に
よ
る
大
会
宣
言
と

そ
の
決
議
、
次
年
度
開
催
地
の
京
都

か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
那
須
康
一
滋

賀
大
会
実
行
委
員
長
の
閉
会
挨
拶
で

大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

高P連　会長

前川　久幸
（石山高校　副会長）

近
畿
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大
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日
頃
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
際
し
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
各
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様
か

ら
、
令
和
６
年
度
に
向
け
て
の
教
育

予
算
充
実
に
関
す
る
ご
要
望
を
お
預

か
り
し
、
９
月
に
県
教
育
長
に
要
望

事
項
を
説
明
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
県
教
育
予
算
の
範
囲
内

で
優
先
順
位
を
つ
け
て
対
応
を
ご
検

討
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
、
教
育
長

か
ら
丁
寧
に
ご
回
答
を
頂
き
ま
し
た

の
で
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

重
点
要
望
の
概
要
は
以
下
に
な
り

ま
す
。

① 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
環
境
の
充
実

② 

衛
生
面
と
現
在
の
生
活
様
式
を
考

慮
し
、
老
朽
化
し
た
生
徒
用
・
職

員
用
ト
イ
レ
の
改
修
と
洋
式
ト
イ

レ
の
早
急
な
設
置
な
ど
、
安
心
し

て
意
欲
的
に
学
習
で
き
る
教
育
環

境
の
整
備
、
施
設
設
備
の
充
実

③ 

充
実
し
た
図
書
館
活
動
を
行
う
た

め
の
図
書
館
整
備
費
の
十
分
な
予

算
配
分

④ 

高
校
生
に
行
き
届
い
た
教
育
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
な
教
職
員
の

増
員
お
よ
び
教
育
体
制
の
充
実

　

さ
て
、「
滋
賀
の
県
立
高
等
学
校

魅
力
化
プ
ラ
ン
」
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

　

滋
賀
県
で
は
、
県
立
高
等
学
校
45

校
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
高
校
ご
と

に
重
点
を
置
く
教
育
活
動
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

工
業
高
校
な
ど
で
は
、「
う
み
の

こ
」
の
旧
船
の
木
材
を
使
用
し
た
作

品
作
り
、
音
楽
学
科
を
設
置
し
て
い

る
高
校
で
は
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
を
使

用
し
た
活
動
等
、
特
色
あ
る
取
り
組

み
が
さ
れ
て
お
り
、
県
も
こ
れ
ら
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
各
県
立
高
校
の

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
学
校
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
も
応

援
し
て
い
け
る
と
良
い
で
す
ね
。

　

一
方
で
、
不
登
校
の
生
徒
さ
ん
の

支
援
体
制
の
強
化
も
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
は
義
務
教
育
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
社
会
に
出
る
前
の
大
切
な

時
期
で
あ
り
、
大
人
が
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
最
後
の
時
期
と
い
え
ま
す
。
不

登
校
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、「
本
人
が
こ

れ
か
ら
ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
」

と
い
う
こ
と
を
丁
寧
に
聴
い
て
あ
げ

る
こ
と
、
そ
し
て
、
愛
情
を
持
っ
て

応
援
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
と

良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
必
要
な
場
合
に
は
、

専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る
こ
と

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
生
は
多
感
な
時
期
で
あ
り
、

難
し
い
面
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
、
教
育
現
場
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
の
皆
様
と
共
に
、
生
徒
さ
ん
た
ち

が
安
心
し
て
学
び
、
成
長
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



滋賀県高P連会報（第101号）令和６年２月７日 （2）（2）

湖
　
北

湖
　
北

幹 

事
校
：
長
浜
農
業
高
等
学
校

タ  

イ
ト
ル
：「
湖
北
地
区
の
産
業
を
知

る
」
～
湖
北
地
域
で
働
く
魅
力
あ

る
企
業
と
未
来
～

日 　

程
：
令
和
５
年
10
月
21
日
㈯

13
時
～
15
時

場 　

所
：
長
浜
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー　
フュー
チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

参 

加
者
：
33
名
（
保
護
者
21
名　

教

員
11
名　

そ
の
他
１
名
）

協 　

力
：
長
浜
市
産
業
観
光
部　

米

原
市
ま
ち
整
備
部　

長
浜
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
協
議
会

内　

容
：
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ゲ 

ス
ト
：
日
本
ソ
フ
ト
開
発
㈱
［
情

報
・
サ
ー
ビ
ス
］　

扶
桑
工
業
㈱

［
機
械
・
金
属
］　

㈱
住
文
［
観
光
・

料
飲
食
］　

㈱
材
光
工
務
店
［
建

設
・
不
動
産
］

　

① 

数
字
で
見
る
湖
北
地
域
の
人

口
・
企
業
等
の
現
状
と
課
題

　

② 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ

（
一
部
）

　
 　

参
加
者
か
ら
の
質
問
を
随
時

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
で
き
る
装

置
を
活
用
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
テ
ー
マ
に
取
り
入
れ
る
方
式

で
行
っ
た
。

　

・ 

都
市
部
と
違
っ
た
湖
北
地
域
の

業
界
な
ら
で
は
の
仕
事
内
容

　

・ 

従
業
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス

　

・ 

高
卒
と
大
卒
で
の
仕
事
や
給
料

の
違
い

　

・
障
が
い
者
雇
用　
　

な
ど

湖
　
東

湖
　
東

幹 

事
校
：
彦
根
翔
西
館
高
校

　

令
和
５
年
11
月
18
日
㈯
彦
根
翔
西

館
高
校
大
講
堂
に
お
い
て
、
県
高
Ｐ

連
湖
東
地
区
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

主
な
内
容
は
加
盟
校
５
校
の
年
間

行
事
か
ら
代
表
し
て
、
愛
知
高
校
と

河
瀬
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
取
り
組

み
を
報
告
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た

講
演
で
は
、滋
賀
県
警
生
活
安
全
部
・

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
辻
本
美

佐
子
様
を
お
招
き
し
て
、「
青
少
年

を
取
り
巻
く
近
況
に
つ
い
て
」
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
起
因
と
す
る
事
犯
を
話
し
て
頂

き
ま
し
た
。
事
案
は
低
年
齢
化
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
友
達
や
趣
味
・
ゲ
ー

ム
仲
間
の
募
集
か
ら
始
ま
る
こ
と
が

多
く
、
性
被
害
や
そ
の
加
害
、
ま
た

闇
バ
イ
ト
の
事
象
が
多
い
。
青
少
年

犯
罪
の
傾
向
は
、
被
害
者
・
加
害
者

と
も
に
学
校
や
家
庭
で
様
々
な
課
題

を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
に
み
ら
れ
、

自
分
は
失
敗
し
な
い
と
い
う
考
え
を

持
っ
て
い
る
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ

や
す
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
講

演
を
拝
聴
し
、
子
ど
も
が
日
々
活
用

し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
内
容
は
家

庭
や
学
校
で
は
分
か
り
に
く
い
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

事
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
も
、

家
庭
や
学
校
で
の
日
頃
の
き
め
細
か

い
会
話
や
観
察
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

中
　
央

中
　
央

日　
　

時
：
令
和
５
年
11
月
18
日
㈯

幹
事
校
：
八
幡
工
業
高
等
学
校

近
江
八
幡
市
立
資
料
館
周
辺

参
加
者
数
：
33
名

実 

践
報
告
：
中
央
地
区
各
７
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
よ
り
活
動
報
告

確 

認
事
項
：
令
和
６
年
度
県
高
Ｐ
連

役
員
校
な
ど
に
つ
い
て

研 

修
見
学
会
：
近
江
八
幡
市
立
資
料

館
、
か
わ
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど

の
見
学

　

今
年
度
の
中
央
地
区
研
修
会
は
八

幡
工
業
高
校
が
幹
事
校
で
し
た
の
で
、

八
幡
工
業
高
校
の
会
議
室
で
各
校
の

実
践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

の
5
類
指
定
に
伴
い
、
徐
々
に
以
前

行
わ
れ
て
い
た
行
事
や
研
修
旅
行
な

ど
が
、
元
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
つ
つ

あ
る
現
状
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
個
別
に
移
動
を
し
て
、

近
江
八
幡
市
立
資
料
館
前
に
集
合
し
、

資
料
館
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
か

わ
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
含
め
た
4
館

の
見
学
を
し
ま
し
た
。
近
江
八
幡
市

の
歴
史
と
産
業
に
つ
い
て
研
修
を
行

い
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
11
月
と
し
て
は
か
な
り

寒
い
日
に
な
り
ま
し
た
。
日
牟
禮
八

幡
宮
の
銀
杏
の
葉
も
風
に
舞
い
散
る

よ
う
な
、
あ
ま
り
穏
や
か
で
は
な
い

日
和
の
な
か
で
し
た
が
、
つ
か
の
間

の
自
由
な
散
策
と
交
流
の
時
間
を
参

加
さ
れ
た
方
々
と
共
に
持
つ
こ
と
で

き
て
、
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

行
事
な
ど
と
重
な
り
、
ど
う
に
か

都
合
を
つ
け
て
来
て
い
た
だ
い
た
学

校
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動

が
、
皆
様
方
に
支
え
ら
れ
て
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
す

る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
報
告

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
報
告



滋賀県高P連会報（第101号） 令和６年２月７日（3）（3）

量
な
ど
を
も
と
に
、
食
事
の
量
と
そ

の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
ま
た
ビ
タ

ミ
ン
不
足
が
及
ぼ
す
肌
ト
ラ
ブ
ル
や

免
疫
力
の
低
下
へ
の
影
響
な
ど
に
つ

い
て
、
具
体
的
で
実
践
的
な
内
容
で
、

大
変
意
義
深
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
も
活
発
な
も
の

と
な
り
、
会
場
全
体
が
一
層
深
い
学

び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

玉
川
、
守
山
北
両
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

に
よ
る
実
践
発
表
で
は
、
ス
ラ
イ
ド

を
用
い
る
な
ど
し
て
、
活
動
を
通
し

て
子
供
た
ち
の
成
長
に
関
わ
る
こ
と

の
喜
び
と
と
も
に
、
取
組
が
会
員
に

と
っ
て
よ
り
楽
し
い
も
の
に
な
る
よ

う
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
様

子
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
、
実
践
発
表
と
も
に
、
大
変

有
意
義
な
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。

ツ
に
お
け
る
眠
り
の
関
連
性
や
日
常

生
活
に
お
け
る
睡
眠
に
つ
い
て
の
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
適
切
な
睡

眠
時
間
や
良
質
な
睡
眠
を
取
る
た
め

の
方
法
、
睡
眠
前
の
過
ご
し
方
な
ど
、

生
徒
の
日
常
生
活
だ
け
で
な
く
教
員

や
保
護
者
な
ど
大
人
に
も
必
要
な
睡

眠
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。大
平
先
生
か
ら
の
朝
型
・

夜
型
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
で
は
自
分
に

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
の
講
義
に
よ

り
皆
さ
ん
聞
き
入
ら
れ
る
な
ど
、
楽

し
み
な
が
ら
講
義
を
受
け
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

第
二
部
の
研
究
発
表
で
は
、
安
曇

川
高
校
か
ら
「
な
り
た
い
自
分
に
な

る
！
安
曇
川
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
報
告

と
課
題
」
と
題
し
て
、
安
曇
川
高
校

の
現
状
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
高
島
市

周
辺
の
自
然
豊
か
な
画
像
を
紹
介
い

た
だ
き
、
高
島
市
の
人
口
減
少
に
伴

い
安
曇
川
高
校
の
生
徒
ク
ラ
ス
数
の

減
と
な
っ
て
い
る
学
校
の
現
状
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

課
題
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

影
響
で
顔
を
合
わ
せ
て
の
会
議
な
ど

が
行
え
な
い
事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
敬

遠
の
問
題
や
こ
れ
か
ら
予
想
さ
れ
る

問
題
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

大
津
高
校
か
ら
は
「
大
津
高
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
「
こ
れ
ま
で
」
と
「
こ
れ
か
ら
」

と
題
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
在
り
方
と
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
の
課
題
な
ど
を
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
へ
の
加
入
が
、

絶
対
条
件
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
役
員
選
出
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
事
や
活
動
資
金
へ
の
批
判
な
ど
が

今
後
考
え
ら
れ
る
た
め
大
き
く
Ｐ
Ｔ

Ａ
を
改
編
し
見
直
し
、
検
討
し
て
い

く
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
湖
西
地
区
研
修
会
も
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
の
有
意
義
な

研
修
会
と
な
り
、
参
加
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ん
の
声
も
好
評
の
中
、
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

湖
　
南

湖
　
南

幹
事
校
：
甲
西
高
等
学
校

実 

施
日
：
令
和
５
年
11
月
３
日（
金
・

祝
）

会　

場
：
甲
西
文
化
ホ
ー
ル 

内　

容
：

○
開
会
あ
い
さ
つ

　

・ 

滋
賀
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会

　
　
　
　

副
会
長　
　

辻　

美
和
子

○
講　

演

　

 「
高
校
生
で
身
に
つ
け
た
い
健
康

食
生
活
～
元
気
な
大
人
に
な
る
た

め
に
～
」

　

・
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学

　
　
　
　

准
教
授　
　

武
田　

哲
子

○
実
践
発
表

　

・
玉
川
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　

会　

長　
　

奥
野
由
希
子

　

・
守
山
北
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　

会　

長　
　

阿
部
百
合
子

○
閉
会
あ
い
さ
つ

　

・
甲
西
高
等
学
校

　
　
　
　

校　

長　
　

𠮷
嶋　

幸
子

（
敬
称
略
）

　

湖
南
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
連
絡
協
議
会

は
、
約
九
十
名
の
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
Ｐ
連
・
辻
美
和
子
副
会
長
に
よ

る
開
会
挨
拶
の
後
、
ま
ず
は
、
び
わ

こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
・
武
田
哲
子

准
教
授（
管
理
栄
養
士
）に
よ
り
、「
高

校
生
で
身
に
つ
け
た
い
健
康
食
生
活

～
元
気
な
大
人
に
な
る
た
め
に
～
」

と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
思
春
期
に
お
け
る
体
格
の
変
化

や
ア
ス
リ
ー
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

湖
　
西

湖
　
西

幹
事
校
：
堅
田
高
等
学
校

日　

時
：
令
和
５
年
10
月
７
日
㈯

会 　

場
：
滋
賀
大
学　

教
育
学
部　

第
24
講
義
室

内　

容
：

　

○
開
会
行
事　

挨
拶

　
　

・ 

滋
賀
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会

　
　
　
　

会　

長　
　

前
川　

久
幸

　
　

・
堅
田
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　

会　

長　
　

上
田　

昌
治

　
　
　
　

校　

長　
　

横
井　

和
暢

　

○
講
演

　
　
　

滋
賀
大
学
教
育
学
部
教
授

大
平　

雅
子　

先
生

　
　

 「
学
習
効
率
を
上
げ
る
眠
り
の

コ
ツ
」

　

○
研
究
発
表

　
　

・
安
曇
川
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

・
大
津
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

○
閉
会
行
事　

挨
拶

　
　

・
堅
田
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　

会　

長　
　

上
田　

昌
治

　

湖
西
地
区
は
11
校
よ
り
約
九
十
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
、
研
修
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
滋
賀
大
学
教
育
学
部
教

授
の
大
平
雅
子
先
生
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
内
容
は
、「
学

習
効
率
を
上
げ
る
眠
り
の
コ
ツ
」
と

し
て
、
学
習
だ
け
で
は
な
く
ス
ポ
ー
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令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

高
Ｐ
連
大
会
日
程

高
Ｐ
連
大
会
日
程

⑴　

第
49
回
近
畿
（
京
都
）
大
会

　

・
日　

程　

令
和
６
年

７
月
15
日
（
祝
・
月
）

　

・
会　

場　

国
立
京
都
国
際
会
館

　

・
参
加
費　

現
地
参
加

２
，
５
０
０
円

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

一
校 

７
．
０
０
０
円

⑵　

第
73
回
全
国
（
茨
城
）
大
会

　

・
日　

程　

令
和
６
年

８
月
22
日
㈭
～
23
日
㈮

　

・
会　

場　

 

ア
ダ
ス
ト
リ
ア
み
と

ア
リ
ー
ナ
他

　

・
参
加
費　

現
地
参
加

７
，
５
０
０
円

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

一
校　

７
，
０
０
０
円

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度��

教
育
予
算

教
育
予
算

充
実
要
望（
報
告
）

充
実
要
望（
報
告
）

　

令
和
５
年
９
月
４
日
㈪
、
令
和
６

年
度
に
向
け
て
の
教
育
予
算
充
実
要

望
の
た
め
、
連
合
会
の
前
川
久
幸
会

長
、
辻
美
和
子
副
会
長
、
槇
ひ
と
み

副
会
長
、
高
Ｐ
連
事
務
局
が
福
永
忠

克
教
育
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

重
要
要
望
と
し
て
①
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
等
の
I
C
T
教
育
環
境
の
充
実

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
補
助
・
教
材
購

入
補
助
等
）、
②
衛
生
面
と
現
在
の

生
活
様
式
を
考
慮
し
、
老
朽
化
し
た

生
徒
用
・
職
員
用
ト
イ
レ
の
改
修
と

洋
式
ト
イ
レ
の
早
急
な
設
置
、
③
充

実
し
た
図
書
館
活
動
を
行
う
た
め
の

図
書
館
整
備
費
の
十
分
な
予
算
配
分
、

④
高
校
教
育
の
充
実
に
必
要
な
教
職

員
（
特
に
正
規
教
員
）
の
増
員
を
お

願
い
し
、
併
せ
て
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
の
独
自
要
望
の
早
期
実
現
に
つ
い

て
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
環
境
整
備
」
に

つ
い
て
は
、
Ｗ
ｉ
─

Ｆ
ｉ
環
境
の
充

実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教
員
の

活
用
に
対
し
て
の
研
修
に
も
力
を
入

れ
た
い
。「
老
朽
化
し
た
ト
イ
レ
の

改
修
と
洋
式
化
へ
の
支
援
」
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
過
半
数
の
設
置
は
完
了
し

た
。
今
年
度
も
９
校
、
来
年
度
は
新

規
で
６
校
を
予
定
し
て
い
る
。
体
育

館
や
外
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
一

通
り
完
成
し
て
か
ら
に
な
る
。「
充

実
し
た
図
書
館
活
動
を
行
う
た
め
の

図
書
館
整
備
費
の
十
分
な
予
算
配

分
」
に
つ
い
て
も
予
算
を
増
や
す
努

力
を
行
っ
て
い
る
が
、
学
校
図
書
館

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
学
校
間

で
図
書
の
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
い
く
。
一
方
で
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
が
進
ん
で
い

る
。
読
書
を
と
お
し
て
の
学
び
、
も

の
の
考
え
方
、
知
識
・
興
味
の
広
が

り
等
を
ふ
ま
え
、
高
校
生
と
し
て
の

読
書
の
あ
り
方
に
つ
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
さ
ん
と
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。「
高
校
教
育
の
充
実
に
必
要

な
教
職
員
の
増
員
」
に
つ
い
て
は
定

数
の
こ
と
も
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け

教
員
採
用
に
つ
い
て
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
等
に
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。

　

と
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
要
望
に
対
し
て
も
、
誠

実
に
丁
寧
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
知
事
部
局
（
秘
書
課
）
や

県
議
会
議
長
室
、
教
育
総
務
課
、
教

職
員
課
、
幼
小
中
教
育
課
、
保
健
体

育
課
、
高
校
教
育
課
を
訪
問
し
、
要

望
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度  

第
２
回
滋
賀
県

第
２
回
滋
賀
県

高
Ｐ
連
評
議
員
会（
研
修
会
）開
催

高
Ｐ
連
評
議
員
会（
研
修
会
）開
催

　

令
和
５
年
11
月
７
日
㈫
、
第
２
回

評
議
員
会
が
彦
根
勤
労
福
祉
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
川
久

幸
連
合
会
長
お
よ
び
滋
賀
県
教
育
委

員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課 
課
長 
廣

瀬
淳
子
様
の
挨
拶
等
開
会
行
事
の
後
、

研
修
会
（
教
育
研
修
会
）
で
は
滋
賀

県
教
育
委
員
会
事
務
局
幼
少
中
教
育

課
生
徒
指
導
・
い
じ
め
対
策
室 

主

幹 

北
村
武
司
様
に
よ
る
「
県
内
の

生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
」
に
つ
い
て

の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現

在
の
滋
賀
県
の
子
供
た
ち
の
現
状
を

紹
介
さ
れ
、「
子
ど
も
た
ち
を
支
え

る
生
徒
指
導
の
在
り
方
」
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
意
義
な
研
修

会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

報
告
・
連
絡
等
の
後
、
樋
口
啓
子

副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
で
評
議
員
会

（
研
修
会
）
は
終
了
し
ま
し
た
。

第第
7272
回回  

全
国
高
Ｐ
連

全
国
高
Ｐ
連

大
会
宮
城
大
会
開
催

大
会
宮
城
大
会
開
催

　

令
和
５
年
８
月
24
日
㈭
～
25
日
㈮
、

全
国
高
Ｐ
連
大
会
宮
城
大
会
が
「
豊

か
な
社
に
つ
む
ぎ
虹
の
光
」
～
し
な

や
か
な
強
さ
で
生
き
抜
く
力
～
を

テ
ー
マ
に「
カ
メ
イ
ア
リ
ー
ナ
仙
台
」

を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
全
体
で
６
，
１
９
７
名
と
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
校
２
４
６
校
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
表
彰
式

で
は
、
全
国
大
会
会
長
表
彰
を
守
山

中
学
校
・
高
等
学
校
の
炭
谷
将
史
前

会
長
、
堅
田
高
等
学
校
の
岡
田
考
世

前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
草
津
東
高
等
学
校

の
戸
田
喜
久
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
炭
谷
将
史
前

会
長
は
文
部
科
学
省
の
令
和
５
年
度

P
T
A
活
動
振
興
功
労
者
表
彰
も
同

時
に
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
24
日

㈭
は
午
後
か
ら
６
つ
の
分
科
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
㈮
の
記
念
講
演
で
は
仙

台
育
英
学
園
高
等
学
校 

硬
式
野
球

部
監
督
の
須
江
航
氏
に
よ
る
「
伝
わ

る
言
葉
～
失
敗
か
ら
学
ぶ
～
」
と
題

し
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
来
年
開
催
予
定
の
茨

城
県
よ
り
開
催
に
向
け
て
の
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

編
集
後
記

　

令
和
５
年
度
の
連
合
会
事
業
も
ほ

ぼ
終
了
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
近
畿

大
会
滋
賀
大
会
が
今
年
度
の
大
き
な

事
業
で
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
無
事
終
了
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

県
内
５
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

研
修
会
も
今
回
の
広
報
紙
に
掲
載
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
各
地
区
の
幹

事
校
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
日
の
理
事
会

で
、
令
和
６
年
度
の
行
事
予
定
、
役

員
校
等
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
９
月
か
ら
事
務
局
が
守
山

中
学
・
高
等
学
校
か
ら
石
山
高
等

学
校
へ
移
転
し
ま
し
た
。
守
山
中

学
・
高
等
学
校
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
石
山
高
等
学
校
様

に
は
今
後
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
今
後
も

P
T
A
連
合
会
へ
の
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

高
Ｐ
連
事
務
局


